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人の幸せのために
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三谷 真理  ( みたに  まり）さん  

丸藤：　地域包括支援センターの活動につ

　　　いて教えてください。

三谷：　主に、高齢者の方とか高齢にまつ

　　　わる相談を受けているセンターで、

　　　市からの委託で運営しています。今

　　　年で、設置されてから７年目になり

　　　ます。

丸藤：　函館市内には何ヶ所あるんですか？

三谷：  ６ヶ所です。保健師と社会福祉士

　　　と、主任介護支援専門員などの相談

      員がいて、電話や直接来たりするか

      たの相談に応じて動きます。

丸藤：  どのような相談がくるのですか？

三谷：　 例えば、ご本人とかご家族からで、

　　　一人で買い物に行きづらくなったけ

　　　どどうしたらいいのか？とか、最近

　　　体が衰えてきたので何か良い対策は

　　　ないのか？などがあります。介護保

　　　険制度につなぐことが多いのですが、

　　　まずは高齢者の自立に向けてという

　　　のが動きになります。

丸藤：　 相談してくる方は、多いのでしょうか？

三谷：　函館市全体で、今６５歳以上の方

　　　が７万８千人くらいいます。うちの

      担当地区の高齢者は 1万 6千人です

      が、相談は月に１００件くらいあり

      ます。

丸藤：　凄い数ですね。

三谷：　一人暮らしで身近に相談できる人

　　　がいないとか、深刻なものでは虐待

      に関わるようなものもありますが、

      多いのは、腰が痛くなった膝が悪く

       なったというような生活にちょっと

      支障をきたしているというものですね。

丸藤：　相談に答えるためには、準備も必

　　　要ですね。

三谷：　各種制度をインプットしておくこ

　　　とと、ネットワークづくり、つまり

　　　支援してくれる人やつないでくれる

　　　人とつながっていることが大切なの

　　　で、日々の活動の中で専門職のほか

　　　に、民生委員さんとか町会の方とか

　　　お店の人とかと顔馴染みになるよう

　　　なことをしています。

丸藤：　福祉の制度って、難しいですよね。

三谷：　そうですね。でも、相談先を分かっ

　　　ていると大丈夫です。障害福祉とか

　　　精神福祉といったより専門的なこと

　　　は、その道の専門の人が手伝ってく

　　　れます。
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丸藤：　幅も広いですよね。

三谷：　最近感づいてきたのですが、福

　　　祉って人の幸せのことなんで、なん

　　　でも関係すると思うんです。お世話

　　　するのが福祉だといった重いイメー

      ジを持っていたのですが、色んな現

      場を経験していく中で、特別なもの

      じゃないんだなと思うようになりま

      した。

丸藤：　福祉という言葉を、とりたてて強

      調しなくても良い？

三谷：　高齢者の分野で言えば、みんな強

      いんですよね。本来は。そこをもっ

      と使えたらなと。元気のある人は、

      もっと町の中に出かけてみる、出か

      けられるような場所や方法をネット

      ワークでみんなで見出したり工夫し

      たりしていきたいですね。

丸藤：　函館の街については、どう感じて

      いますか？

三谷：　 函館には平成４年から住んでます。

      転勤族だったのであちこち行きまし

      た。じっくり居るのは、ここが初め

      てなんです。ちょうどいいサイズの

      中に、一通り揃っていますよね。便

      利だし、病院などもまちのお医者さ

      んから総合病院まであり、すごく恵

      まれていると思います。

丸藤：　直した方がよいと思うようなことは？

三谷：　色んなことに取り組んでいる人が

      いるのに、つながっていないなと思

      います。

丸藤：　被災地にも行かれたんですよね。

三谷：　昨年の８月に大槌町で、仮設住宅

      に入った方の確認作業等を行いました。

丸藤：　 実際に現地を見て、どうでしたか？

三谷：　言葉が出なかったです。体験を直

      接聞いたときには涙が出ました。今

      までの人のつながりが、何かアクシ

      デントがあった時には大切になると

      いうことですね。そのために日頃か

      らどうすれば良いのかは、テーマに

       なってます。

丸藤：　これから、どのような活動をして

      いきたいですか？

三谷：　センターとしては、地域で活動す

      る人たちの輪をつくっていく。これ

      まで意識しておじゃましてきた民生

      委員さんとか町会さんとのつながり

      をさらに深めたい。それにプラスして、

      お店とか金融機関とか新聞配達とか

      生活の中に日常的にある仕組みの中

      で関心を持つ人がみつかったらいい

      なと思います。

丸藤：　地域と連携していく。

三谷：　その地域の人が互いの変化をさり

      げなく気づかい合い、よいタイミン

      グで声をかけられるつながりづくり、

      気兼ねせずに相談ができる場所や人

      づくりをしていきたいです。

丸藤：　以前はサッカーをしていたと聞い

      ています。

三谷：　今は何もやってないですね。ダメ

      ですね（笑）私、あんまり仕事とプ

      ライベートを分ける感覚がなくて、

      いわゆるワーカーホリックだと思う

      んです（笑）仕事がらみでというこ

      とが、あんまり苦じゃないんですよ

      ね。ちょっと整理はしたいなと思っ

      てはいます。

丸藤：　私もそうかもしれません（笑）

三谷：　でも、それって幸せだなと思いま

      す。贅沢させてもらってるなと思う

      んですよ。

丸藤：　最後に、まちづくりセンターを利

      用する方の中には福祉分野のことは

      難しいと言う方も多いのですが、何

      かアドバイスをお願いします。

三谷：　みなさんが活動していることが既

      に福祉だと思います。福祉というと、

      実際の介護とか狭い意味での直接援

      助みたいなのをイメージしがちです

      が、もっと広い意味で、住みやすい

      街になっていけばいいのだと思いま

      す。そのための、つなぎの場がある

      といいですね。

丸藤：　ＮＰＯまつりなどが、その役割を

      担えるようになれば理想的かもしれ

      ませんね。
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